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干葉県および東北地域産イエバエのビレスロイド  

抵抗性について  

林  晃史，藤曲 正登  

On the Resistance to Pyrethroids of Housefliesin Chiba and Tohoku Areas  

AkifurniHAYASHIand Masato FUJIMAGARI  

Summarly  

A study tvas made on thelevels of susceptibility to a few kinds ofinsectlCldes of houseflleS Ca－  

ptureed at 8llVeStOCk housesin the Chiba hnd Tohoku areas where contr010f houseflies with per－  

methrin becameless effectivein1985．   

An experiment proved the presence of Very hlgh－reSIStanCe tO three pyrethrolds（Permethrln．d－  

T80－reSmethrln and kadethrin）with theIburizawa and Yokoshida stralnS OfIwate prefecture，kur  

OSaWakiritsuke strain of MiyaglPr・efecture and Tendo strain of Yamagata Prefecture．   

However，nO reSistance to pyrethroids was noted with the NakadalStraln．kamikoono strain and  

Hosokoshistrain．   

The houseflies taken at the 810CatlOnS this timd generally showed strong resIStanCe tO the org－  

anophosphateinsecticides fenitrothlOn and calvinphos，but no resistance was noted to dlChlor＼▼OS  

and prothiophos．ItlS hoped thad that these twoinsectlCldes wlllplay the part of a substance to  

Pyrethroids and other or・ganOPhosphates．   

An experiment by the filter paper contact method with permethrin on pyrethroidrresistant house－  

flies obtained a mortallty Ofless than50％even after120－hour forced contact．   

This suggestsitlS hardly possible to expect any effect of controlby resldualspray on houseflle－  

S With LD－50values of2．0－3．O pg against pyrethr01ds．   

However．in case controIwith pyrethroids does not prove satlSfactory．use of dlChlorvos or prot－  

hiophos as substltituelnSeCticides can be consldered．  

■■、  
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緒言  

最近における，本邦産イエバエの殺虫剤感受性について  

は，林（1979）1）が整理し，一般的に低毒性有機りん別  

に対して抵抗性を持つことを明かにした。   

しかし，ビレスロイド系殺虫剤に対する感受性につい  

ての調査研究はすくなく，その全般的な状況を把握する  

ことは出来ないが，既に，一部の地域で抵抗性の発達し  

ていることを本山・林（1984）2）が報告した。   

合回，ビレスロイド別による防除が困難になり問題に  

なっている地域から材料を入手することが出来たので．  

実験を行い若干の知見を得たので報告する＝  

実験村料および方法   

1．供書式昆虫   

この実馬剣こ使用したイエバエ〃uscαdome5まZc〔ユLト  

nnさは，ビレスロイド割による防除が困難になったとい  

われている，次の地域で採集し，これを研究室で大量飼  

育したものである。  

1）胆沢系……岩手県胆沢郡胆沢町南都田四ツ柱148  

の豚舎にて採集。   

2）横志田系……岩手県花巻市横志田1158の豚舎  

にて採集＝   

3）中台系……秋田県山本郡八竜町浜田字中台38－2  

の豚舎にて採集。 

4）上向野系……秋田県仙北郡千畑村千尾字上向野83  
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1の豚舎にて採集。   

5）細越系……秋田県仙北郡角館町細越1の豚舎にて  

採集。   

6）黒沢切付系……宮城県加美郡色麻町黒沢切付7  

10の鶏舎にて採集。   

7）天童系……山形県天童市jl＝頁子の牛舎にて採集。   

8）大桶系…‥子葉県市原市大桶の豚舎にて採集。   

以上のほかに，標準系統である高槻系を用いた。   

いずれも，昭和60年9月から10月にかけて採集したも  

のである。   

2．供試薬利   

この美雪如こ使開した殺虫剤は次の7種類で，いずれも  

工業用原体である。   

permethrln：3－Phenoxybenzyldl－Cis／trans－3－   

（2．2－dichlorovinyl）－2－dlmethyト1－CyClopa－   

necarboxvlate   

dLT80－reSmethr・inニ（5－benzy→3－furyl）r2－furyl   

methyld－Cis／trams－Chrysanthemate（商品名を   

chrysron forte）   

Kadethrln：5－benzyト3－furlylmethy12，2－d卜   

methylcycloprophnecarbooxy－1ate   

calvinphos：COmPlex of calcium 2．2－dichlo－   

rovinylmethylphosphate and 2，2－dlChloro－   

vlnylmethylphosphate   

dlChlorvos（DDVP）： 2，2－dichlorovinyldi－   

methylphosphete   

fenltrOthion：0，0－dlmethylO－4－nltrO－m－tOl－   

ylphosphorothioate   

prothlOPhos：0－2，4－dichlorophenylOrethyト   

s－Pr・OPylphosphorodithioate   

3．実験方法   

1）各地産イエバエの致種薬剤に対する感受性試験。   

実験は，供試薬剤をアセトンで所定濃度に希釈し，羽  

化後5日目の雌成虫の胸部背板に微量射器で0．5／Jゼ宛  

塗布する局所施f削去によって実施した。   

効果は，薬剤を処理して24時間後の致死虫数を観察し，  

それよりLD50値を求めて判定した。   

なお．実験は1回20頭，3連区制で3回反復実施した。   

2）ビレスロイド抵抗性イエバエのろ紙接触試験。   

美馬鋸ま，直径9cmのシャーレ底面にろ紙を敷き，1．0  

％permethinアセトン溶液を0．5mE宛滴下し，室温で夙  

乾した後に，供試虫を強制接触せしめ，時間の経過に伴  

うノックダウン虫類を観察する方法によって実施した。   

3）プレスロイド抵抗性イエバウの抵抗性の消長   

実験は，Permethrlmに強い抵抗性を持つ天童系を，  

殺虫剤に接触さてることなく，累代飼育を行い，各世代  

角に局所施用法により実施し，LD50値を求めて，そ  

の増減を調べる方法によった。  

実馬集結果および考察  

千葉および東北地域の各畜舎から採集したイエバエの  

数種殺虫斉りに対するLD－50値は表1のごこくであった。   

今回，調査した地域のイエバエの殺虫剤感受性は，全  

般的にみると，岩手県下の歌志田系，胆次免 官城県下  

の黒沢切付系および山形県下の天童系が各種薬剤に対し  

て低い傾向が認められた。   

なお，使用した殺虫剤の殺虫力は，特別な地域を除い  

てビレスロイド剤の殺虫力が高く，各地域のものに平均  

的に高いのはdichlorvos（DDVP）であった。   

各系統のそれぞれの薬剤に対する感受性のレベルを高  

槻系に対する抵抗性比で整理すると次のごとくである。   

permethrinについては，その抵抗性比が胆次系で131  

倍と最も大きく．黒沢切付系の104倍，横志田系の102倍，  

／■  
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表1．19粥咋に・下葉、東北地域で採集されたイエバエ成虫の数種殺虫剤に対するLD－50佃  

LD－50イ  

供 試 系 統  permethrin  d－T80－ resmethrin  kadetllrin  Calvinphos  dichlorvos  renitro＋  しhioIl  PrOthiopllOS   

胆 沢 系   5，80   3，07  ＞】00，0   1，56   0，59   7，60   1，09   

描 志 和 系   4，52   l，22  ＞100，0   2，38   0，47  18，69   0，68   

中 台 系   0，05   0．05   0，081   1，28   0，74   2，64   0，73   

上 向 野 系   0，07  0，045   0，093   0，81   0，42   5，52   0，73   

紬 越 系   0．05  0，049   0，049   l，03   0，38   3，98   0，61   

黒沢切付系   4，59   2，04  ＞100，0   1，39   0，54  29，30   1．00   

天  草 系   3，23   3，02  ＞100，0   2，00   0，87  28．29   0，96   

大 桶 系   0，10   0，06   0．179   2．02   0，6l   20，44   0．59   

高 槻 系  0044   0．009   0．055  0．0514   0．092  0．094  0．253   

備考：高槻系は感受性の標準系統  
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天童系の73倍と100倍前後の強い抵抗性が認められた。   

しかし，大桶系は若干の低下がみられたが，中台象  

上向野系および細越系は高槻系と同じレベルで，抵抗性  

の発達は認められなかった。   

d－T80－reSmethrinについては．その抵抗性比が胆沢  

系で341倍と最も大きく，黒沢切付系の226倍．天童系の  

335倍．横志田系の135倍といずれも100倍を越す高いレ  

ベルの抵抗性が認められた。   

しかし，上向野系，細越系．中台系および大桶系では  

抵抗性の発達な認められなかった。   

Kadethrinについては，その抵抗性比が胆沢系，横  

志田系，黒沢切付系および天童系ともに1818倍と大きく  

超抵抗性の発達が認められた。   

しかし，中台系，上向野系，細越系および大桶系では  

抵抗性の発達はみられなかった。   

Calvimphosについては，その抵抗性比がいずれの系  

統においても15倍以上～46倍以上内の通常の抵抗性が認  

められた。   

dichiorvosについては，その抵抗性比が8倍を越え  

るものがなく，抵抗性の発達は認められなかった。   

fenitrothionについては，その抵抗性比が黒沢切付系  

で312倍と最も大きく，最も小さいものでも中台系の28  

倍で，いずれも強い抵抗性が認められた。   

prothlOPhosについては，いずれの系統も高槻系に  

対する抵抗性比は小さく，大きいものでも4倍以下で．  

抵抗性の発達は認められなかった。   

以上のごとくで，ビレスロイド剤による防除が困難と  

なったといわれたなかで，問題のビレスロイド，Perm－  

ethr・inおよびd－T80－reSmeShrinに対し，明かに抵抗性  

の発達していたのは，胆沢系，横志田系，黒沢切付系お  

よび天童系の4系統であった。   

なお，有機りん割については，fenitrothlonに対し強  

い抵抗性が認められ．calvinphosについせも同様で，  

これによる防除はかなり困難と考えられる。   

しかし，dichlorLVOSやpr・Othiophosについてほ抵抗  

性の発達は認められず，有機りん別に対する抵抗性が問  

題になった地域での，代替殺虫剤として期待できる。   

ビレスロイド抵抗性イエバエのろ紙接触試験の結果は，  

表2に整理したごとくである。   

permethrinやd－T80－reSmethrinに強い抵抗性を示  

す，天童系と胆沢系を用い，残留噴霧処理面の効果を推  

定するろ紙接触法で，Permethrinの効果を検討した。   

実験の結果，胆沢系および天童系のいずれも，高濃度  

のPermethrinl％液処理に，20時間の継続接触でノッ  

クダウン率は50％に達しなかった。  

表2．ビレスロイ抵抗性イエバエのpermethrin  

処理面におけるノックダウン効果  

胆沢系  天童系  L谷町系費  高些垂＿  

51   54   84   69   

6（分）   脚   （％）  

8  0   0  

時  
10  3，5   4，3  
13  17，8  26，0  

間   64，2  73，9  
1   

82，l  95，6  
致   92，8  100，0  
落   100，0  

下   

仰   
転   脚   脚  

虫   0   0  

数   率  5，8   5，5  
150   5，8   5，5  

％  11．7   5．5  
240   23，5  16，6  
20時間  41，1  22，2   

致死率璧燕   41．1  22．2  46．2  100．0  

備考：※累代飼育中のビレスロイド紙抗性系  

璧※24時間後の致死率t％）  

実験はl回に15～20頑，3回反復実施  

感受性系統の高槻系では，接触後26分で100％のノッ  

クダウン率が得られるのに対し．約60倍の接触時間で50  

％のノックダウン率であることは，超抵抗性といえる。   

なお．林ら（1984，85）3）14）が最初に発表したビレスロ  

イド抵抗性系の丸谷町系（LD50値，0．88〟g）は，33  

分で100％ノックダウンするが．24時間後の致死率は46．2  

％で，ノックダウン虫の多くはそ生した。   

以上のことは．permethrinに対するLD50値が3  

鵬／♀を越えた場合，残留噴霧は実際上無意味を示一ヽ  

すものである。   

また，丸谷町系の果は，抵抗性比が20倍後の地域では  

他の殺虫剤の残留噴霧を併する必要性のいることを示唆  

する。   

ビレスロイド抵抗性イエバエの抵抗性の消長について  

は，表3に整理したごとくである。   

permethrin，d－T80－r・eSmethqlnおよびkadethrin  

に対し，強い抵抗性を示す天童系イエバエを，殺虫斉けに  

接触させることなく，累代飼育を行い各世代毎にLD  

50値を測定した。   

採集直後ではpermethrinに対するLD50値が50p  

以上 kadethrinで100／堵以であったが．5世代目にお  

いて最初の30分の1から18分の1に低下した。   

抵抗性のレベルは，その使用を中止することで低下す  
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また，このうちの胆沢系と天童系を剛、て，Permeト  

hrlnl％液処理面での，ノックダウン効果について検  

討したが，20時間接触におけるノックダウン率は50％以  

下で，十分な効果が得られなかった。   

なお，天童系におけるpermethrlnとkadethrinの  

LD50値は，累代飼育を続けることによって，小さく  

なるが，7世代の段階では感受性系統のレベルにまで低  

下しなかった。  
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蓑3．ビレスロイド抵抗性イエバエ天童系 の  

permethrinおよびkadethrinに対するLD－50  
値の変化  

備考：享㌣町細160咋7月14日に採集した  

るが，感受性系統のレベルには戻らないことがうかがえ  

る。  

要約  

， 1985年に．permethrln摘品名，エクスミン）によ  
る防除が困難になったといわれる千葉，東北地域の畜舎  

8ケ所から採集したイエバエの致種殺虫剤に対する感受  

性のレベルについて調べた。  

実験の結果，岩手県下の胆沢系，横志田系，宮城県下  

の黒沢切付系，山形県下の天童系はpermethln，dLT80－  

r・eSmethrlnおよびkadethrinの3種類のビレスロイド  

に対し．超抵抗性が言忍められた。  
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